
(別添２－１） 
 

学 則 

① 商号又は名称 株式会社 丸和 
② 研修事業の名称 株式会社 丸和 ケアスクール ねこのて 初任者研修 
③研修の種類 介護保険法施行令に基づく介護員養成研修 
④研修課程及び 
学習形式 

介護職員初任者研修課程 
・通学形式 
・通信形式（通信学習実施計画書（別添２－１０）を参照。） 

⑤事業者指定番号 244 
⑥開講の目的 年々、少子高齢化が進展し、医療・福祉の需要が増大している中、

介護サービスの担い手となる人材の確保が必要となっている。 
介護人材の育成と確保をし、要介護高齢者を地域で支えていくこと

を目的とする。 
 

⑦講義・演習室 
（住所も記載） 

・豊中市大島町２－１－４８ 
有料老人ホーム Chat・lune（シャルナ） 

⑧実習施設 １ 実施しない 
２ 実施する （実習施設一覧表（別添２－７）を参照。） 

⑨講師の氏名及び 
 担当科目 

講師一覧表（別添２－３）を参照。 

⑩使用テキスト 日本医療企画  
「介護職員初任者研修課程テキスト」 

⑪シラバス シラバス（別添２－２）を参照。 
⑫受講資格 ① 18 歳以上 

② 福祉・介護の就労を希望している方 
③ 講義日程に支障のない方 

⑬広告の方法 自社ホームページにて広報 
 

⑭情報開示の方法 下記ホームページにおいて情報開示する。 
ホームページアドレス：http://www. 

⑮受講手続き及び

本人確認の方法

（応募者多数の

場合の対応方法

を含む） 

受講希望者に本学則、研修のご案内、研修カリキュラム、申込用紙

を送付する。所定の申込用紙に必要事項を記入の上、持参または郵

送にて申し込むものとする。応募者多数の場合は、申込の先着順と

する。 
本人確認は、受講申し込み時または初回受講時に本人確認として定

められた書類を提出する。（運転免許所・健康保険証・パスポート等） 
 



⑯受講料及び受講

料支払方法 
受講料： 50,000 円（テキスト代、消費税含む） 
支払い方法：所定の口座へ振り込み（振込手数料は自己負担） 

⑰解約条件及び返

金の有無 
受講者からの解約：開講日の 2 週間前までは全額返金。１週間前ま

では半額返金。それ以降は返金しない。 
研修事業者からの解約：応募者が５人に満たない場合は、全額返金

の上、開講しないことがある。 
⑱受講者の個人情

報の取扱 
個人情報保護規程策定の有無（有・無） 
受講生から得た個人情報に関しては講義運営上、必要時のみ使用し、

研修担当者が責任を持って管理する。 
なお、修了者は大阪府の管理する修了者名簿に記載される。 

⑲研修修了の認定

方法 
認定方法：修了を認定した者には修了証明書を交付する。 
研修の修了年限：8 カ月 
修了評価方法：（別添２－９）を参照。 
修了評価筆記試験講師による補習の上、修了評価当日に再試験を実

施する。ただし、再評価の試験の回数は最大 3回までとする。 
したがって、最終試験の結果、不合格となったものは未修了扱いと

なるため注意する事。 
○20 補講の方法及び

取扱 
補講の方法：個別対応で実施する。 
補講に要する費用：１項目 3,000円（消費税別） 
修了期限内に補講を終了出来ない場合は修了不可とする。 

○21科目免除の取扱 大阪府介護職員初任者研修実施要領の規定のとおり取り扱う。 
ただし、受講料の減免措置はない。 

○22 受講中の事故等

についての対応 
研修中の事故は明らかに当社の過失と判断できる場合を除き自己責

任とする。当社の過失であると判断した場合は、必要な措置を講じ

ます。 
○23研修責任者名、所

属名及び役職 
氏名：村井 由美 
所属名：ケアスクール ねこのて 
役職：校長 

○24 課程編成責任者

名、所属名及び役

職 

氏名：村井 由美 
所属名：ケアスクール ねこのて 
役職：校長 

○25 苦情等相談担当

者名、所属名、役

職及び連絡先 

氏名：上杉 一雄 
所属名：株式会社 丸和 
役職：責任者 
連絡先：06-6785-7165 

○26 研修事務担当者

名、所属名及び連

絡先 

氏名：村井 由美 
所属名：株式会社 丸和 
連絡先：06-6785-7165 



○27 情報開示責任者

名、所属名、役職

及び連絡先 

氏名：村井 一輝 
所属名：株式会社 丸和 
役職：副校長 
連絡先：06-6785-7165 

○28 修了証明書を亡

失・き損した場合の

取扱い 

「養成研修修了証明書等の亡失・き損時の取り扱いに関する要領」

に基づき証明書を交付する。 
・証明書交付に係る費用： 3,000 円 （消費税別） 

○29その他必要な事

項 
「遅刻の取り扱い」 
・遅刻に関しては理由の如何に関わらず欠席とみなす。ただし、公

共交通機関遅延による場合は証明書の提出により研修開始時間より

１５分までは認める。またやむを得ず欠席する場合は「欠席届け」

を提出する。 
「受講の取り消し」 
次に該当する者は受講を取り消すことができる。 
・受講に関する当社の必要な照会に対して虚偽回答や回答を拒否し

たとき。 
・本研修あるいは当社の名誉を棄損または秩序を乱したとき。 
・講義の進行を妨げるなどの迷惑行為や講師・職員の指導に従わず、

他の受講生に迷惑をかけると判断したとき。 
・故意に当社の施設や設備を破損したとき。 
・受講証を他人に貸与し、貸与を受けた者が本研修を受講したとき。 
・定められた学習期間を超えたとき。 
・その他処分を適当とする行為があったとき。 
上記理由により除籍を行った場合、一切の保証返金は致しません。 
「受講期間の延期」 
体調不良により受講が困難になった場合は、受講継続について協議

し、所定の手続きにより延長を認める。 
 
 
 
 
 
 

※1 大阪府からのお知らせ 大阪府介護職員初任者研修事業実施要領第２の２（１）より抜粋 
【内容及び手続きの説明及び同意】 
事業者は、受講の受付に際し、受講希望者に対し受講するため

に必要な費用等を明記した学則の内容及び研修を受講する上での

重要な事項等を記載した書面等を配布するとともに、その説明を

行い、かつ、あらかじめ受講希望者の同意を得なければならない。 

 



※2 研修事業者の指定担当 大阪府 福祉部 地域福祉推進室  
福祉人材・法人指導課 人材確保グループ 
電話：06-6944-9165 

 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号   244     
商号又は名称：   株式会社 丸和              

 
 

科目番号・科目名 ( １ ) 職務の理解 

指導目標 
研修に先立ち、これからの介護が目指すべき、その人の生活を支える「在宅におけるケア」等の

実践について、介護職がどのような環境で、どのような形で、どのような仕事を行うのか、具体

的なイメージを持って実感し、以降の研修に実践的に取り組めるようになる。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 多様なサービスの理解 3 3 0 

＜講義内容＞ 
・オリエンテーション 講義概要、注意事項、自己紹介など 
・介護保険制度の仕組みの理解(利用までの流れなど) 
・各サービスの理解（居宅サービス、施設サービス） 
・介護保険外サービスの理解 
 
 

② 介護職の仕事内容や働く

現場の理解 3 3 0 

＜講義内容＞ 
・居宅、施設の多様な現場におけるそれぞれの仕事内容につい

て 
・今後の介護人材キャリアパスについて 
 
＜実習内容＞ 
・現場の見学（通所介護の介護職の仕事を見学する） 
 

（合計時間数） 6 6 0  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号   244     
商号又は名称： 株式会社 丸和                

 
 

科目番号・科目名 ( ２ ) 介護における尊厳の保持・自立支援 

指導目標 
介護職が利用者の尊厳のある暮らしを支える専門職であることを自覚し、自立支援、介護予防と

いう介護・福祉サービスを提供するにあたっての基本的視点及びやってはいけない行動例を理解

する。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

①人権と尊厳を支える介護 4 1 3 

＜講義内容＞ 
・人権と尊厳について 
・アドボカシー（権利擁護）について 
・ICF について ・QOL（生活の質）について 
・ノーマライゼーションの考え方について 
・虐待防止・身体拘束の説明および介護職の対応について 
 
＜演習実施方法＞ 
 権利侵害の例を通じ、自分ならどのように感じるか受講生で

話し合って発表をする。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・人権尊重のための取り組み ・QOL について 
・ノーマライゼーションについて 
・バリアフリー・ユニバーサルデザインについて 
・虐待防止と身体拘束禁止について 
・個人の権利を守る制度の概要について 

② 自立に向けた介護 3 1 2 

＜講義内容＞ 
・自立（自律）支援について 
・残存能力の活用について 
・個別ケア、自己決定、自己選択について 
・介護予防について 
 
＜演習実施方法＞ 
 自分なら「どのように介護を受けたいか、接してもらいたい

か」「どのような介護は受けたくないか」などを受講生で話し合

い、発表をする。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・自立支援 ・介護予防 

③ 人権啓発に係る基礎知識 2 2 0 

＜講義内容＞ 
・人権とは 法律的な観点からの説明 
・身近な人権について 
・日常生活自律支援事業、成年後見制度 
・個人情報保護法について 

（合計時間数） 9 4 5  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号   244     
商号又は名称： 株式会社 丸和                

 
 

科目番号・科目名 ( ３ ) 介護の基本 

指導目標 
介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性に気付き、職務におけるリスクとその対応策につ

いて理解する。また、介護を必要としている人の個別性を理解し、その人やその家族の生活を支

えるという視点から支援をとらえる事ができる。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 介護職の役割、専門性と

多職種との連携 2 1 1 

＜講義内容＞ 
・介護環境の特徴の理解について 
・介護の専門性について 
・介護にかかわる職種について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・介護の専門性について ・介護にかかわる職種について 

② 介護従事者の倫理 2 1 1 

＜講義内容＞ 
・専門職の倫理の意義について 
・介護の倫理について 
・介護職としての社会的責任について 
・プライバシーの保護、尊重について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・介護の倫理について 

③ 介護職における安全の確

保とリスクマネジメント 1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・介護における安全管理とリスクマネジメントについて 
・事故予防、安全対策について 
・感染対策について 
・急変時の対応について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・事故予防、安全対策について ・感染対策について 

④ 介護職の安全 1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・介護職の健康管理とその目的について 
・ストレスマネジメントについて 
・感染症予防について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・介護職の健康管理について 
・ストレスマネジメントについて 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号   244     
商号又は名称： 株式会社 丸和                

 
 

科目番号・科目名 ( ４ ) 介護・福祉サービスの理解と医療との連携 

指導目標 介護保険制度の理念を理解する。介護保険制度、障がい者総合支援制度、その他の制度のサービ

スの位置づけや代表的なサービスの理解をする。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 介護保険制度 3 0.5 2.5 

＜講義内容＞ 
・介護保険制度について（創設の背景・目的・動向、介護給付

と種類、予防給付、要介護認定の手順） 
・財源負担  
・地域包括ケアシステム 
・地域包括支援センター 
・代表的なサービスについて 
＜実習内容＞ 
・事例に基づき、介護保険の利用に至るまでの演習を行う。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・介護保険制度について（創設の背景・目的・動向、介護給付

と種類、予防給付、要介護認定の手順） 
・財源負担 ・地域包括ケアシステム 
・地域包括支援センター ・代表的なサービスについて 

② 医療との連携とリハビリ

テーション 3 0.5 2.5 

＜講義内容＞ 
・医療行為と介護 
・訪問看護 
・リハビリテーションについて 
・病院リハビリテーション医療の過程 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・医療行為と介護 ・訪問看護 ・リハビリテーションについ

て ・病院リハビリテーション医療の過程 

③ 障がい者総合支援制度 
  およびその他制度 3 0.5 2.5 

＜講義内容＞ 
・障がいの概念  
・ICF（国際生活機能分類） 
・障がい者総合支援制度について 
・障がい者総合支援法における主なサービスについて 
・日常生活自立支援事業について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・障がいの概念 ・ICF（国際生活機能分類） 
・障がい者総合支援制度について 
・障がい者総合支援法における主なサービスについて 
・日常生活自立支援事業について 

（合計時間数） 9 1.5 7.5  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号  244      
商号又は名称： 株式会社 丸和          

 
 

科目番号・科目名 ( ５ ) 介護におけるコミュニケーション技術 

指導目標 
介護を行うにあたり必要不可欠なコミュニケーションについて、利用者それぞれに応じたコミュ

ニケーションの手法等があるという事を理解し、身に付ける。また、チームケアの重要性、有効

性を認識し、記録の重要性を理解する。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 介護におけるコミュニケ

ーション ３ 1.5 1.5 

＜講義内容＞ 
・介護におけるコミュニケーションの意義、目的、役割につい

て 
・コミュニケーションの種類と技法について 
・利用者の家族とのコミュニケーションの重要性について 
・利用者の状況に応じたコミュニケーションについて 
＜演習実施内容＞ 
・２人１組になり、コミュニケーション技法を実際に体験する。

どのように感じたか、コミュニケーションの重要性について考

える。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・介護におけるコミュニケーションの意義、目的、役割につい

て 
・コミュニケーションの種類と技法について 
・利用者の家族とのコミュニケーションの重要性について 

② 介護におけるチームのコ

ミュニケーション ３ 1.5 1.5 

＜講義内容＞ 
・記録における情報の共有について 
・報告・連絡・相談における意義、目的、方法、留意点につい

て 
・コミュニケーションを促す環境について 
＜演習実施方法＞ 
・事例をもとに記録の練習、報告・連絡・相談の練習を行う。

実際に行い、感じたことを発表する。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・記録における情報の共有について 
・報告・連絡・相談における意義、目的、方法、留意点につい

て 
・コミュニケーションを促す環境について 

（合計時間数） ６ 3 3  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 
 
 
 
 
 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号  244      
商号又は名称： 株式会社 丸和          

 
 

科目番号・科目名 ( ６ ) 老化の理解 

指導目標 加齢や老化に伴う心身の変化について理解し、利用者の人権を尊重した介護の提供を行うことが

出来るようになる。また、高齢者に多い症状の種類と症状等について理解を促す。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 老化に伴うこころとから

だの変化と日常 3 1.5 1.5 

＜講義内容＞ 
・老化に伴う心身の変化の特徴について 
・老化に伴う心身の機能の変化について 
・老化による日常生活への影響について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・老化に伴う心身の変化の特徴について 
・老化に伴う心身の機能の変化について 
・老化による日常生活への影響について 

② 高齢者と健康 3 1.5 1..5 

＜講義内容＞ 
・高齢者の疾病と多い病気について 
・日常生活での留意点について 
・介護職として変化に気づく視点について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・高齢者の疾病と多い病気について 
・日常生活での留意点について 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号        
商号又は名称： 株式会社 丸和          

 
 

科目番号・科目名 ( ７ ) 認知症の理解 

指導目標 認知症の基礎的知識を習得し、認知症の方の心理や行動を理解し、介護職として接する際の留意

点や接し方について理解する。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 認知症を取り巻く状況 2 1 1 

＜講義内容＞ 
・認知症ケアの理念（パーソンセンタードケア）について 
＜演習実施方法＞ 
・自分が認知症になったらどのような介護をして欲しいかをグ

ループで話し合い、発表する。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
認知症ケアの理念 

② 医学的側面から見た認知

症の基礎と健康管理 2 1 1 

＜講義内容＞ 
・認知症の概念 
・認知症の原因別疾患とその病態について 
・原因疾患別ケアのポイントについて 
・健康管理について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・認知症の概念 
・認知症の原因別疾患とその病態について 
・健康管理について 

③ 認知症に伴うこころとか

らだの変化と日常生活 1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・認知症の基本症状・BPSD について 
・認知症の利用者への対応方法について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・認知症の基本症状・BPSD について 
・認知症の利用者への対応方法について 

④ 家族への支援 1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・認知症の受容過程での援助について 
・家族負担の軽減について 
＜演習実施方法＞ 
自分が家族だったらどのように声掛けをして欲しいかをグルー

プで話し合い、発表する。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・認知症の受容過程での援助について 
・家族負担の軽減について 

（合計時間数） 6 3 3  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 
 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 29 日現在 

シラバス 
 

指定番号    244    
商号又は名称： 株式会社 丸和          

 
 

科目番号・科目名 ( ８ ) 障害の理解 

指導目標 介護における障がいの理念と ICF について理解し、高齢者介護との違いや、それぞれの障がい

特性をふまえたケアの重要性について理解する。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 障がいの基礎知識 1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・障がいをどのように捉えるかについて 
・ICF の分類と ICIDH との違いについて 
・障がい福祉の基本理念（ノーマライゼーション） 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・障がいをどのように捉えるかについて 
・ICF の分類と ICIDH との違いについて 
・障がい福祉の基本理念（ノーマライゼーション） 

② 障がいの医学的側面、生

活障がい、心理・行動の

特徴、かかわり支援等の

基礎知識 

1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・身体障がい（視覚、聴覚、四肢不自由、内部障がい）の理解

と留意点について 
・知的障がいの理解と留意点について 
・精神障がいの理解と留意点について 
 
＜演習実施内容＞ 
・疑似体験 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・身体障がい（視覚、聴覚、四肢不自由、内部障がい）の理解

と留意点について 
・知的障がいの理解と留意点について 
・精神障がいの理解と留意点について 

③ 家族の心理、かかわり支

援の理解 1 0.5 0.5 

＜講義内容＞ 
・家族への支援について 
・家族の障がいの受容過程について 
・家族の介護負担軽減、レスパイトケアについて 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・家族への支援について 
・家族の障がいの受容過程について 
・家族の介護負担軽減、レスパイトケアについて 

（合計時間数） 3 1.5 1.5  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



令和 2 年 8 月 29 日現在 
シラバス 

 
指定番号   244     
商号又は名称： 株式会社 丸和          

 
 

科目番号・科目名 ( ９ ) こころとからだのしくみと生活支援技術 

指導目標 
安全な介護サービスが提供できるよう、介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知識を

習得し、基礎的な介助ができるようになる。また、個人の自立性を尊重した介護技術や知識を習

得する。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 介護の基本的な考え方 4 2 2 

＜講義内容＞ 
・理論に基づく介護について 
・法的根拠に基づく介護について 
・利用者主体の介護について 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・理論に基づく介護について 
・法的根拠に基づく介護について 
・利用者主体の介護について 
 
 

② 介護に関するこころのし

くみの基礎的理解 4 2 2 

＜講義内容＞ 
・学習と記憶の基礎知識 
・感情と意欲の基礎知識 
・自己概念と生きがい 
・老化や障がいを受け入れる適応行動とその阻害要因 
・こころの持ち方が行動に与える影響 
・からだの状態がこころに与える影響 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・学習と記憶の基礎知識 
・感情と意欲の基礎知識 
・自己概念と生きがい 
・老化や障がいを受け入れる適応行動とその阻害要因 
 
 

③ 介護に関するからだのし

くみの基礎的理解 4 2 2 

＜講義内容＞ 
・人体の各部の名称と動きに関する基礎知識 
・骨、関節、筋に関する基礎知識、ボディメカニクスの活用 
・中枢神経系と体性神経に関する基礎知識 
・自律神経と内部器官に関する基礎知識 
・こころとからだを一体的に捉える 
・利用者の様子の普段との違いに気づく視点 
 
＜演習実施内容＞ 
・ボディメカニクスの体験を行う。 
・バイタルサインの測定の練習を行う。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・人体の各部の名称と動きに関する基礎知識 
・骨、関節、筋に関する基礎知識、ボディメカニクスの活用 
・中枢神経系と体性神経に関する基礎知識 
・自律神経と内部器官に関する基礎知識 
 
 

④ 生活と家事 6 3 3 

＜講義内容＞ 
・家事と生活の理解 
・家事援助に関する基礎知識と生活支援 
 （生活歴、自立支援、予防的な対応、主体性・能動性を引き



出す、多様な生活習慣、価値観） 
 
＜演習実施内容＞ 
・講師及び個々の受講生の家事についての生活習慣について話

し合い、個別性があることについて実感してもらう。 
（例：洗濯物の干し方やたたみ方、調理の際の食材の選び方や

切り方など） 
・援助時の失敗事例や成功事例についての紹介 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・家事と生活の理解 
・家事援助に関する基礎知識と生活支援 
 
 

⑤ 快適な居住環境整備と 
介護 6 3 3 

＜講義内容＞ 
・快適な居住環境に関する基礎知識 
・高齢者・障がい者特有の居住環境整備 
・福祉用具に関する留意点と支援方法 
・家庭内で多い事故 
・住宅改修とバリアフリー 
 
＜演習実施内容＞ 
・支持物がある時とない時の違いや段差の高さの違いなど移動

をする際の安心感、不安な気持ちなどを体験する。 
・実際の福祉用具を見て、触れてみる。 
 
＜通信学習課題の内容＞ 
・快適な居住環境に関する基礎知識 
・高齢者・障がい者特有の居住環境整備 
 
 

⑥ 整容に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 
6 6 0 

＜講義内容＞ 
・整容に関する基礎知識 
・整容の援助の意義 
・整容の介助の種類と内容 
・高齢者や障がい者に適した衣服の種類 
・衣服の着脱の介助方法 
 
＜演習実施内容＞ 
・整髪、洗面、爪切り、衣服の着脱などの実践練習を行う。 
実際に援助者、利用者を体験する。 
 
 

⑦ 移動・移乗に関連したこ

ころとからだのしくみと

自立に向けた介護 
6 6 0 

＜講義内容＞ 
・移動、移乗に関する基礎知識 
・さまざまな移動および移乗に関する用具とその活用方法 
・利用者、介助者ともに負担の少ない移動、移乗の方法 
・利用者の残存能力の活用と自立支援の理解 
・褥瘡予防 
・外出、社会参加の留意点と支援 
 
＜演習実施内容＞ 
・利用者の状態に合わせた実技練習 
・ベッド上での体位変換の実技練習 
・移乗の実技練習（ベッドと車椅子間の移乗・車椅子とトイレ

間の移乗など） 
・車いす、歩行器、杖移動の実技練習 
 
 

⑧ 食事に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 
6 6 0 

＜講義内容＞ 
・食事に関する基礎知識 
・食事環境の整備 
・食事に関連した用具や食器 
・食事形態とからだのしくみ（空腹、満腹、嚥下、姿勢、口腔

ケアなど） 



・低栄養、脱水の予防 
 
＜演習実施内容＞ 
・食事及び食事介助の体験（様々な食事形態の食事、福祉用具

の使用、様々な姿勢による食事、視覚障害） 
 
 

⑨ 入浴・清潔保持に関連し

たこころとからだのしく

みと自立に向けた介護 
6 6 0 

＜講義内容＞ 
・入浴、清潔保持の基礎知識 
・入浴、清潔保持の介助方法 
・入浴、清潔保持に関する福祉用具 
・楽しい入浴を阻害する要因の理解と支援方法 
 
＜演習実施内容＞ 
・浴槽を利用した入浴介助の実技練習 
・清拭、手浴、足浴、洗髪などの実技練習 
 
 

⑩ 排泄に関するこころとか

らだのしくみと自立に向

けた介護 
6 6 0 

＜講義内容＞ 
・排泄に関する基礎知識 
（排泄とは、身体面での意味、精神面での意味、社会的な意味、

プライド、羞恥心、プライバシーの確保、おむつ使用による弊

害、尊厳や意欲との関連、便秘予防、腹部マッサージなど） 
・様々な排泄環境整備と排泄用具の福祉用具の活用方法 
・爽快な排泄を阻害する要因の理解と支援方法 
 
＜演習実施内容＞ 
・利用者の状態に合わせた排泄介助の実技練習（トイレ・オム

ツ・尿器） 
・オムツやリハビリパンツの使用体験 
 
 

⑪ 睡眠に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 
6 6 0 

＜講義内容＞ 
・睡眠に関する基礎知識 
・睡眠を阻害する要因の理解 
・様々な睡眠環境と福祉用具の活用方法 
 
＜演習実施内容＞ 
・ベッドメイキングの実技練習 
・睡眠環境に個別性がある事について話しあう。 
 
 

⑫ 死にゆく人に関連したこ

ころとからだのしくみと

終末期介護 
5 5 0 

＜講義内容＞ 
・終末期に関する基礎知識 
・生から死への過程 
・死に向き合うこころの理解 
・苦痛の少ない死への理解 
・終末期ケアとは 
・介護従事者の基本的姿勢 
・多職種間の情報共有の必要性 
 
＜演習実施内容＞ 
・喪失体験をイメージして利用者や家族の気持ちを体験する。 
 
 

⑬ 介護過程の基礎的理解 5 5 0 

＜講義内容＞ 
・介護過程の基本的理解（目的・意義・展開） 
・介護過程の流れについて 
・チームアプローチ 
・アセスメント 
 
＜演習実施内容＞ 
・事例に対しての介護過程の模擬演習を行う。 
 
 



⑭ 総合生活支援技術演習 5 5 0 

＜講義内容＞ 
・さまざまな利用者に対して、一連の生活支援を提供する流れ

の理解と技術の習得、利用者の心身の状況に合わせた介護を提

供する視点について 
 
＜演習実施内容＞ 
・事例を提示し、要因の分析し、適切な支援技術の検討、支援

技術の演習、支援技術の演習を行う。 
 
 

（合計時間数） 75 63 12  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 



（別添２－２） 
令和 2 年 8 月 28 日現在 

シラバス 
 

指定番号   244     
商号又は名称： 株式会社 丸和          

 
 

科目番号・科目名 ( １０ ) 振り返り 

指導目標 
研修の全過程を振り返り、研修を通して学んだこと、習得したことについて再確認を行い、介護

者へなることへの自覚と、よりよい一歩を踏み出す機会を提供できることを目標とします。今後、

介護職員として就業した時も日々継続して学習、自己研鑽してもらえるようになる。 

項目番号・項目名 時間数 
うち 

通学学習 
時間数 

うち 
通信学習 
時間数 

講義内容・演習の実施方法・通信学習課題の概要等 
（別紙でも可） 

① 振り返り 2 2 0 

＜講義内容＞ 
・研修を通して学んだこと 
・今後継続して学ぶべきこと 
・根拠に基づく介護の要点 
＜演習実施方法＞ 
・グループによる振り返り・発表 

② 就業への備えと研修終了

後における実例 2 2 0 

＜講義内容＞ 
・介護職としてのマナーについて 
・職員の体験談 
・現場見学（デイサービス） 
 
 
 

（合計時間数） 4 4 0  

 

使用する機器・備品等 
 
 
 
 

 
※ 通学時間数には通学形式で講義・演習を実施する時間数、通信時間数には自宅学習にあてる時間数を記入すること。 
※ 各項目について、通学時間数を０にすることはできない。なお、通信時間数については別紙３に定める時間以内とする。 
※ 時間配分の下限は、３０分単位とする。 
※ 項目ごとに時間数を設定すること。 
※ 実技演習を実施する場合は、実技内容・指導体制を記載すること。 
 



（別添２－３） 

令和 2年  9月  30日現在 

講師一覧表 

講師氏名 担当 科目番号、科目名／項目番号、項目名 

資格(取得年月) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

村井 由美 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ H14/4） 

介護支援専門員（Ｈ H17/4） 

有 

居宅介護支援事業所 

・介護支援専門員（ 10年

 4ヶ月） 

訪問介護事業所 

・介護職（ 10年 4ヶ月） 

 

 

居宅介護支援事業所・訪問

介護事業所 兼務 

・介護支援専門員（ 10年

 5ヶ月） 

・介護職（ 10年 5ヶ月） 

 

上杉 一雄 
（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

   ⑤快適な居住環境整備と介護 

福祉用具専門相談員（Ｈ18/

12） 

無 ・福祉用具専門相談員（11

年 5ヶ月） 

・福祉用具販売・貸与業務



（11年 5ヶ月） 

 

福祉用具貸与事業所 

・福祉用具専門相談員（11

年 5ヶ月） 

・福祉用具販売・貸与業務

（11年 5ヶ月） 

 

村井 一輝 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

福祉用具専門相談員（Ｈ 2

1/8） 

介護福祉士（H28/5） 

無 

福祉用具貸与事業所  

・福祉用具専門相談員（11

年 3ヶ月） 

・福祉用具販売・貸与業務

（11年 3ヶ月） 

・介護職（11年 3ヶ月） 

 

 

福祉用具貸与事業所 

・福祉用具専門相談員（11

年 2ヶ月） 

・福祉用具販売・貸与業務

（11年 2ヶ月） 

・通所介護職員（10年 4ヶ

月） 

 



 

田中 初恵 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 23/ 5） 

介護支援専門員（Ｈ 25/5

 ） 

有 

 

介護職（ 9年 11ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

介護支援専門員（ 5年 4

ヶ月） 

居宅介護支援事業所・通所

介護事業所 兼務 

・介護支援専門員（ 5年 

4ヶ月） 

・介護職（ 3年 4ヶ月） 

 

小笠原 孝治 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

介護福祉士（Ｈ 18/ 4） 

介護支援専門員（Ｈ 20/5

 ） 

有 

 

介護職（ 14年 11ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

介護支援専門員（ 11年 1

ヶ月） 

居宅介護支援事業所・通所

介護事業所 兼務 

・介護支援専門員（ 8年 



（１０）振り返り/全項目 0ヶ月） 

・介護職（ 6年 6ヶ月） 

 

藤田 牧子 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 22/ 4） 

介護支援専門員（Ｈ 24/ 

6） 

無 

 

介護職（ 7年 6ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

介護支援専門員（ 7年 5

ヶ月） 

居宅介護支援事業所 勤務 

・介護支援専門員（ 7年 

5ヶ月） 

 

蛇草 真慈 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 26/ 4） 

介護支援専門員（Ｈ 28/ 

6） 

有 

介護老人保健施設・通所介

護事業所 

・介護職（ 10年 4ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

・介護支援専門員（ 3年 

1ヶ月） 

居宅介護支援事業所・通所

介護事業所 兼務 

・介護支援専門員（ 3年 



1ヶ月） 

・介護職（ 3年 1ヶ月） 

 

田中 亜子 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（９）⑫ 死にゆく人に関連したこころとからだのしくみと終末期

介護 

社会福祉士（Ｈ 17/ 4） 

介護支援専門員（Ｈ 28/4） 

無 

・社会福祉士（ 13年 1ヶ

月） 

居宅介護支援事業所 

・介護支援専門員（ 3年 

4ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

・介護支援専門員（2年 5

ヶ月） 

 

藪田 三代子 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 20/ 5） 

介護支援専門員（Ｈ 25/ 

6） 

有 

介護職（ 12年 6ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

介護支援専門員（ 6年 5

ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

・介護支援専門員（ 6年 

5ヶ月） 

森 貴子 （１）職務の理解/全項目 介護福祉士（Ｈ 30/ 4） 無 



 

 

 

 

森 貴子 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

訪問介護事業所 

・介護職（ 7年 7ヶ月） 

訪問介護事業所 

・介護職（ 7年 7ヶ月） 

田中 初恵 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 28/ 4） 

無 

障害者就労支援事業所 

・障害者支援員（5年 4ヶ

月） 

訪問介護事業所 

・介護職（ 12年 2ヶ月） 

訪問介護事業所 

・介護職（ 12年 2ヶ月） 

上杉 一雄 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

介護福祉士（Ｈ 24/ 4） 

有 

障害者就労支援事業所 

・障害者支援員（4年 1ヶ

月） 

訪問介護事業所 

・介護職（ 9年 2ヶ月） 



（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

訪問介護事業所 

・介護職（ 9年 2ヶ月） 

森 貴子 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 18/ 4） 

有 

訪問介護事業所 

・介護職（ 10年 2ヶ月） 

訪問介護事業所 

・介護職（ 10年 2ヶ月） 

濱田 拓 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

介護福祉士（Ｈ 29/ 5） 

無 

通所介護事業所 

・介護職（ 7年 9ヶ月） 

通所介護事業所 

・介護職（ 7年 9ヶ月） 



（１０）振り返り/全項目 

松崎 裕紀 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 29/ 4） 

無 

通所介護事業所 

・介護職（ 7年 9ヶ月） 

通所介護事業所 

・介護職（ 7年 9ヶ月） 

山本 千枝子 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

（８）障害の理解/全項目 

（９）こころとからだのしくみと生活支援技術/⑤以外 

看護師（Ｓ56/ 5） 

有 

病院 

・看護職（ 26年 2ヶ月） 

通所介護事業所 

・看護職（ 7年 9ヶ月） 

通所介護事業所 

・看護職（ 7年 9ヶ月） 

山崎 智義 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ③人権啓発に係る基礎知識 

 

弁護士（Ｈ12/10） 

無 弁護士（10年 2ヶ月） 

弁護士（7年 5ヶ月） 



  

 

  

 

鳥居 良亮 
（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携 

 ②医療との連携とリハビリテーション 

理学療法士（Ｈ3/5） 

無 
病院 

・理学療法士（28年 5カ月） 

病院 

・理学療法士（24年 5ヶ月） 

脇田 美和 

（１）職務の理解/全項目 

（２）介護における尊厳の保持・自立支援 

   ①人権と尊厳を支える介護 

   ②自立に向けた介護 

（３）介護の基本/全項目 

（４）介護・福祉サービスの理解と医療の連携/全項目 

（５）介護におけるコミュニケーション技術/全項目 

（６）老化の理解/全項目 

（７）認知症の理解/全項目 

 

（１０）振り返り/全項目 

介護福祉士（Ｈ 19/ 4） 

介護支援専門員（Ｈ 21/5

 ） 

無 

 

介護職（ 0年 5ヶ月） 

訪問介護事業所 

介護職（ 2年 2ヶ月） 

居宅介護支援事業所 

・介護支援専門員（ 6年 

8ヶ月） 

 



（別添２－７） 

 

実習施設一覧表 

 

 運営主体（法人名） 施設・事業種別 施設・事業所名 所在地 

     

１  株式会社 丸和 デイサービス デイサービスセンターねこのて 豊中市稲津町 1-1-13 

２     

３     

４     

５     

６     

７     

８     

９     

10     

11     

12     

13     

14     

15     

16     

17     

 



（別添２－６） 

 

実技演習使用備品一覧表 

 

 メーカー名、商品名、品番等 台数 購入・レンタル・その他の別 合計数 

① ベッド 

ラフィオ ポジショニングベッド 

プラッツ Ｐ110-71ＡＣＲ 

3 購入・レンタル・その他（自社所有物） 

3 

  購入・レンタル・その他（                    ） 

② 車いす 

日進医療器 標準車椅子 

ＮＣ－１ＣＢ 

3 購入・レンタル・その他（自社所有物） 

6 日進医療器 標準車椅子 

ＮＣ－２ＢＣＢ 

3 購入・レンタル・その他（自社所有物） 

  購入・レンタル・その他（                    ） 

③ ポータブルトイレ

等 

パナソニック 家具調トイレ 

ベーシック 6119-2130 

3 購入・レンタル・その他（自社所有物） 

3 

  購入・レンタル・その他（                    ） 

④ 簡易浴槽等 
オカモト 浴槽ニュー湯っくん 3 購入・レンタル・その他（自社所有物） 

3 
  購入・レンタル・その他（                    ） 

⑤その他の消耗備品等 済 ・ 未 

 

※①～④の備品については、概ね受講者５～６名に１台準備することが望ましいが、最大８名に１台の割合で準備すること。 

※⑤については、演習使用物品等一覧（別紙５）を参考とし、演習に必要な消耗品等を確実に事前準備する体制を整えること。体制が整っている場合は、⑤の欄

の「済」に○をつけること。 



（別添２－９） 

 

令和 2 年 8 月 29 日現在 

 

修了評価の方法 
 

 

評価基準作成者： 村井 由美       

 

評価方法及び合格基準 

１ 出題範囲 

 「（２）介護における尊厳の保持・自立支援」から 

 「（９）こころとからだのしくみと生活支援技術」までとする。 

   

２ 出題形式 

 五肢択一形式及び穴埋め式問題 

   

３ 出題数 

 試験① 選択問題 29 問（配点各 3 点 合計 87 点） 

     穴埋め問題  ３問（配点各 4 点（２問）５点（１問） 合計 13 点） 

  

試験② 択一問題 13 問（配点各 3 点 合計 39 点） 

    選択問題 17 問（配点各３点 合計 51）     

記述問題  2 問（配点各 5 点 合計 10 点） 

 

 

      

 

４ 合否判定基準 

   60 点以上 

  

５ 不合格になったときの取扱い 

   結果発表後、補習のうえ再評価を行う。 

   なお、再評価に係る合格基準は 60 点以上とする。 

   補講料は１項目 3,000 円（消費税別）とする。 

   再試験料は原則無料とする。 

   なお、再試験の結果、不合格であったものには、もう一度、補習を行う。 

   但し、再評価の試験の回数は 3 回までで、研修の修了年限は８カ月とする。 

それ以上になる場合は修了証明書の発行は行わない（受講料の返還も行わな

い。）。 

 

 



（別添３） 
令和４年 12 月 10 日  現在 

 
研修スケジュール（通信・通学） 

 
 
コース名 ねこのてケアスクール春コース 定員 20 名 
 
 

通信課題の配布日は ４月 10 日 
 

年 月 日 

 

科目番号、項目番号、科目名、

項目名 
講師氏名 時 間 

通信時間 実習実施の有無 

令和 5 年 5 月 

10 日（水) 

 

 

(1)① 

(1)② 

開講式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

多様なサービスの理解 

介護職の仕事内容や働

く現場の理解 

村井 由美 

村井 由美 

脇田 美和 

09：30-10：30 

10：30-13：30 

14：15-17：15 

1.0h 

3.0ｈ 

3.0ｈ 

0.0ｈ 

0.0ｈ 

0.0ｈ 

 

     無 

 

令和 5 年 5 月 

17 日（水) 

 

 

第１回提出日 

 

 

（2）① 

 

（2）② 

（2）③ 

 

（3）① 

 

（3）② 

（3）③ 

 

（3）④ 

人権と尊厳を支える介

護 

自立に向けた介護 

人権啓発に係る基礎知

識 

介護職の役割、専門性

と多職種との連携 

介護職の職業倫理 

介護における安全の確

保とリスクマネジメント 

介護職の安全 

田中 亜子  

 

田中 亜子  

山崎 智義 

 

田中 初恵 

 

田中 初恵 

田中 初恵  

 

田中 初恵 

9：30-10：30 

 

10：30-11：30 

12：15-14：15 

 

14：15-15：15 

 

15：30-16：30 

16：30-17：00 

 

17：00-17：30 

1.0h 

 

1.0ｈ 

2.0ｈ 

 

1.0ｈ 

 

1.0ｈ 

0.5ｈ 

 

0.5ｈ 

3.0ｈ 

 

2.0ｈ 

0.0ｈ 

 

1.0ｈ 

 

1.0ｈ 

0.5ｈ 

 

0.5ｈ 

 

無 

令和 5 年 5 月

24 日（水) 

 

課題 

第２回提出日 

 

 

（4）① 

（4）② 

 

（4）③ 

 

（5）① 

 

（5）② 

 

（6）① 

介護保険制度 

医療との連携とリハビリ

テーション 

障がい者総合支援制度

およびその他制度 

介護におけるコミュニケ

ーション 

介護におけるチームの

コミュニケーション 

老化に伴うこころとから

だの変化と日常 

小笠原 孝治 

小笠原 孝治 

 

小笠原 孝治 

 

村井 一輝 

 

村井 一輝 

 

村井 一輝 

10：00-10：30 

10：30-11：00 

 

11：00-11：30 

 

12：15-13：45 

 

14：00-15：30 

 

15：30-17：00 

 

0.5h 

0.5ｈ 

 

0.5ｈ 

 

1.5ｈ 

 

1.5ｈ 

 

1.5ｈ 

 

2.5ｈ 

2.5ｈ 

 

2.5ｈ 

 

1.5ｈ 

 

1.5ｈ 

 

1.5ｈ 

 

無 

令和 5 年 5 月

31 日（水) 

 

課題 

第３回提出日 

 

 

（6）② 

（7）① 

（7）② 

 

（7）③ 

 

（7）④ 

（8）① 

（8）② 

 

 

 

（8）③ 

 

高齢者と健康 

認知症を取り巻く状況 

医学的側面から見た認

知症の基礎と健康管理 

認知症に伴うこころとか

らだの変化と日常生活

家族への支援 

障がいの基礎知識 

障害の医学的側面、生

活障がい、心理・行動の 

特徴、かかわり支援等の

基礎的知識 

家族の心理、かかわり支

援の理解 

村井 一輝 

藪田 三代子 

藪田 三代子 

 

藪田 三代子 

 

藪田 三代子 

上杉 一雄 

上杉 一雄 

 

 

 

上杉 一雄 

10：00-11：30 

11：30-12：30 

12：30-13：30 

 

14：15-14：45 

 

14：45-15：15 

15：15-15：45 

16：00-16：30 

 

 

 

16：30-17：00 

1.5h 

1.0ｈ 

1.0ｈ 

 

0.5ｈ 

 

0.5ｈ 

0.5ｈ 

0.5ｈ 

 

 

 

0.5ｈ 

1.5ｈ 

1.0ｈ 

1.0ｈ 

 

0.5ｈ 

 

0.5ｈ 

0.5ｈ 

0.5ｈ 

 

 

 

0.5ｈ 

無 



令和５年６月 

07 日（水) 

 

（9）① 

（9）② 

 

（9）③ 

 

介護の基本的な考え方 

介護に関するこころのし

くみの基礎的理解 

介護に関するからだのし

くみの基礎的理解 

村井 由美 

村井 由美  

 

村井 由美 

 

10：00-12：00 

13：00-15：00 

 

15：00-17：00 

 

2.0ｈ 

2.0ｈ 

 

2.0ｈ 

 

2.0ｈ 

2.0ｈ 

 

2.0ｈ 

 

無 

令和５年 6 月

14 日（水) 

課題 

第４回提出日 

（9）④ 

 

（9）⑤ 

生活と家事 

 

快適な居住環境整備と

介護 

森 貴子 

 

上杉 一雄 

10：00-13：00 

 

14：00-17：00 

3.0ｈ 

 

3.0ｈ 

3.0ｈ 

 

3.0ｈ 

無 

令和５年 6 月

21 日（水) 

（9）⑥ 

 

整容に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 

森 貴子 10：00-17：00 

 

6.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 6 月

28 日（水) 

（9）⑦ 

 

移動・移乗に関連したこ

ころとからだのしくみと自

立に向けた介護 

蛇草 真慈 10：00-17：00 6.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 7 月 

05 日（水) 

（9）⑧ 食事に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 

藪田 三代子 10：00-17：00 

 

6.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 7 月 

12 日（水) 

（9）⑨ 

 

入浴、清潔保持に関連

したこころとからだのしく

みと自立に向けた介護 

田中 初恵 

 

10：00-17：00 

 

6.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 7 月

19 日（水) 

（9）⑩ 

 

排泄に関するこころとか

らだのしくみと自立に向

けた介護 

蛇草 真慈 10：00-17：00 

 

 

6.0ｈ 

 

0.0ｈ 無 

 

 

令和 5 年 7 月

26 日（水) 

（9）⑪ 睡眠に関連したこころと

からだのしくみと自立に

向けた介護 

小笠原 孝治 10：00-17：00 

 

 

6.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 8 月

02 日（水) 

（9）⑫ 死にゆく人に関連したこ

ころとからだのしくみと終

末期介護 

田中 亜子  10：00-16：00 

 

5.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 8 月 

09 日（水)  

（9）⑬ 介護過程の基礎的理解 

 

村井 由美 

 

10：00-16：00 

 

5.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 8 月

23 日（水) 

（9）⑭ 総合生活支援技術演習 

 

上杉 一雄 

 

10：00-16：00 

 

5.0ｈ 0.0ｈ 無 

令和 5 年 8 月

30 日（木) 

（10）① 

（10）② 

 

 

振り返り 

就業への備えと研修終

了後における実例 

 

修了評価筆記試験 

閉校式 

村井 一輝 

村井 一輝 

 

 

村井 由美 

村井 由美 

10：00-12：00 

13：00-15：00 

 

 

15：15-16：15 

16：15-17：00 

2.0ｈ 

2.0ｈ 

 

 

1.0ｈ 

0.75ｈ 

0.0ｈ 

0.0ｈ 

 

 

0.0ｈ 

0.0ｈ 

無 

 

 

 



 

法⼈情報 
 

法⼈名：株式会社 丸和 

住所：⼤阪市⽣野区巽中４−１０−４ 

代表者：校⻑ 村井 由美 

事業概要：ケアプランセンターねこのて 

     まるわ（福祉⽤具貸与・販売） 

     ケアプランセンターねこのて豊中 

     ヘルパーセンターねこのて 

     デイサービスセンターねこのて 

     デイサービス リスパ・ねこのゆ 

     訪問看護 ねこのて 

     有料⽼⼈ホーム Chat・lune（シャルナ） 

     ケアスクールねこのて 

事業所名称：株式会社丸和 ケアスクールねこのて 初任者研修 

住所：豊中市稲津町 1-1-13 

苦情応対者：上杉 ⼀雄 










	2-1　学則.pdf
	2-2　シラバス.pdf
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